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第  １  章  

小笠原村の将来像 

１）将来像 

 

 

 

現代社会は、情報やモノがあふれるなか、人々の生活は飛躍的に便利になっています。 

特に都会では、多くの人々が生活するため、娯楽・交通・医療・福祉など、さまざまなモノ

やサービスが集約され、便利で快適な生活を享受することができます。 

その一方で、自然と触れる機会が少なかったり、何事にもスピードが求められたりするなど、

生活の中で安らぎを感じにくく、人と人との交流も疎遠になりつつあります。 

 

本土から 1,000km離れた小笠原村に目を向けると、海底光ケーブルの敷設などにより本土と

の情報格差はある程度なくなったものの、依然としてどうしても埋められない時間的・距離的

な制約があるなか、都会と同じように何不自由ない生活を送ることには限界があり、一定の不

便さは受け入れなければなりません。 

一方で、自然を身近に感じられる環境や、本土とは異なる生活リズムの中で、人と人との交

流は濃密であり、島ならではの豊かな生活を送ることも可能な環境にあります。 

 

このようななか、むらづくりの視点としては、村民一人ひとりが超遠隔離島に暮らすうえで

の制約を理解したうえで、自立する力と互いに支え合う力を身に付け、強いコミュニティを形

成するとともに、さまざまな環境の変化にきめ細かく対応しながら、暮らし続けるために必要

な環境整備や産業の活性化などを進めることで、安心で安定した暮らしの基礎を築くことが重

要です。 

また、大自然に囲まれた生活や、ゆったりとした時間の流れを楽しめる生活など、ここにい

るからこそ実践できる生活の豊かさを大切にします。 

そして、制約があるなかでも、こうした豊かさを大切にしながら、村民と行政が一体となっ

て、創意工夫をし、小笠原村ならではの「暮らしやすさ」を探求していきます。 

さらには、小笠原村に訪れる人々にも、こうした豊かな自然の恵みを享受する暮らしの魅力

を感じてもらい、また来たいと思ってもらえるようなサービスを提供し、村の活力を生み出し

ます。 

 

こうして、人と人とのあたたかいつながりのもと、人と自然が共生し、活力に満ちた地域社

会を実現することで、小笠原村は小さくともキラリと光る、唯一無二の存在となることが可能

です。 

そして、「暮らしやすさ」に支えられた小笠原村ならではの暮らしの魅力を、一歩一歩着実

に高め、村民すべてが将来に向かって夢や希望をもち、『心豊かに暮らし続けられる島』とな

ることを目指します。 
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約 30 年後の将来像について多くの方と共感できるように、小笠原村の暮らしをさまざまな

登場人物の視点で描いています。 

 

 

 

基
 

本
 

構
 
想
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２）将来人口 

地域の生活を支える活力・地域の賑わいの創出のためには、一定規模の人口が必要であるた

め、超長期の将来人口としては、復帰当初から目標としてきた３千人を目標として設定します。 

 

ただし、その一方で、世界自然遺産にも登録された貴重な自然と共生する小笠原村ならでは

の暮らしを続けるためには、急激な人口増加は望ましくありません。 

また、現状では、人口増加に対応する産業や医療・福祉、居住環境などにおける受け皿を十

分に確保しなければならないことに加え、財政状況も決して豊かではないなか、村の経営資源

の投資においても必要性を見極めながら対応しなければならないこと、さらに、私たちの生活

を支える基盤である水源や土地にも限りがあることなど、課題も多く抱えています。 

そのような観点から、超長期の将来人口としての３千人は上限人口とも想定できます。 

 

以上から、ゆるやかに一歩一歩成長を続けられるよう、短期的には転出の抑制や出生数の増

加を支える行政サービスを充実させつつ、『ゆるやかな人口増加』を維持することを目標とし

ます。また、超長期的には新たな産業振興策の展開、居住環境の整備などの多様な取り組みを

組み合わせることで、復帰当初から目標としてきた３千人に近づけることを目指します。 
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３）土地利用の方針 

小笠原諸島は、太平洋上に散在する 30 余の島々からなり、その総面積は約 104 km2と狭く、

急峻な地形で平地が少ないうえ、その大半が国立公園や森林生態系保護地域に指定されており、

都市生活を行うために活用できる範囲は非常に限られています。 

そのため、貴重な自然環境の保全と活力を生み出す生活環境の確保を両立するためには、限

られた利用できる土地を有効に活用していく必要があります。 

本計画では、小笠原諸島振興開発計画の土地利用計画を基本として、主要な島ごとに、土地

利用方針を次のとおり定めます。 

 

【父島・母島】 

守るべき地域（自然保護地域）と積極的な利用を可能とする地域（集落地域、農業地域、そ

の他地域）を設定し、守るべき地域は規制のもと、その環境を厳格に守り、積極的な利用を可

能とする地域はしっかりと利用のルールを定めたうえで、その環境保全を図るとともに、その

時々の状況と将来予測を踏まえ、最適な利用方法を選択します。 

●自然保護地域 

小笠原諸島の優れた自然景観地域、地形地質の面で保全する必要のある地域及び学術上貴重

な動植物が生息する地域などについて、自然保護地域として保全・保護を図ることを基本とし、

保全と適正な利用の促進を図ります。 

●集落地域 

既存の集落地域については、快適で利便性の高い居住環境の形成や、良好な街並みの形成に

努めるとともに、点在する遊休土地の流動化を促し、公園や緑地などの整備も含めて快適な生

活空間の創出に努めるなど、有効利用に積極的に取り組んでいきます。 

●農業地域 

農業地域内の農地の保全及び農業基盤の整備を重点的に促進するとともに、未利用地につい

ては、農地としての利用を促進します。 

●その他地域 

現状では、特に利用方針を定めていない地域であり、土地の有効活用を図るため、土地の利

用に関する検討を行い、周辺との調和を図りながら、最も適した土地利用への誘導を図ります。 

また、今後の人口増加や村の活性化を図っていくため、自然環境との調和に配慮しながら、

既存集落地域との一体性をもった集落地域の拡大も、本地域において検討します。 

【硫黄島】 

小笠原村の行政区域として、国、東京都などの関係機関との調整を図りつつ、歴史的経緯を

踏まえて、平和の象徴となるような利用のあり方を推進します。 

【沖ノ鳥島・南鳥島】 

日本の最南端と最東端の国境を担う島であることはもちろん、海洋資源の開発・利用、海洋

調査などの活動の拠点としても重要な役割を担う島であるため、日本の国益につながる利用に

ついて、小笠原村として協力します。 

基
 

本
 

構
 
想
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第  ２  章 

むらづくりの目標像 

１）基本理念 

①自主性と自立性の確立     ②互 助 と連 帯 感 の醸 成 

この理念は第１次小笠原村基本構想から引き継がれてきたものであり、旧島民・新島民・新々

島民など、さまざまな人生の背景を有する人々が交流しながら新たなコミュニティをつくりあ

げている現代においても、大切な理念であるため、第４次小笠原村総合計画においても継承し

ます。 

 

２）取り組み姿勢 

基本理念のもと、むらづくりを進めるための３つの取り組み姿勢を示します。 

 

 

小笠原村は、社会・経済活動上の不利条件を多く抱える地域ですが、一方で、世界に誇れる

自然環境や貴重な海洋資源に恵まれており、国内外を問わず小笠原村に関心のある有識者がた

くさんいます。また、観光客や本土からの移住者との交流の中で、さまざまな気づきをもらえ

ることもたくさんあります。 

村民の知恵を活かすことはもちろん、有識者や観光客、新たに小笠原村に移住してくる人々

などとの交流の中で世界中の英知を集め、将来像を実現するための方法を探究します。 

 

小笠原村の財政規模は小さく、多様化・複雑化する村民（社会）ニーズのすべてに、行政資

源のみで対応していくことは困難です。そのようななかでは、費用を最小限に抑える工夫や、

公共サービスを経済サイクルに組み込むことによる資金の創出などにより、公共サービスを村

全体で支えていく必要があります。 

また、この計画で示されている将来像は一足飛びでかなえられるものではなく、小さなこと

から着実に行動に移していくことが必要です。 

地域で暮らし、働く、村民・事業者・行政それぞれの主体が自らの役割を自覚し、責任をも

って将来像実現に向けた取り組みを着実に実行していきます。 

 

小笠原村は、国土形成のさまざまな視点から極めて重要な位置にあり、村としての持続的な

経営が必要となりますが、条件不利地域である小笠原村の維持には、外からの支援・応援も欠

かせません。 

そのため、まずは、地域づくりの推進役として、村民自らが、自分たちの村は自分たちで支

えるという意識を共有し、新しい公共を形成していく必要があります。 

村民が自らがんばる意思と行動をきちんと示したうえで、国民の皆さんにも小笠原村の特殊

性への理解と協力を求め、心を一つに、国民全体にとって重要な価値をもつ小笠原村を次代に

継承できるよう、守り続けていきます。 

英 知 を 集 め よ う  

い い 汗 を か こ う  

心 を 合 わ せ よ う  
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３）分野別目標像 

 

 

環境 共 生  ：  つながりが豊かな暮らしと豊かな自然を紡ぐ村 

 

「つながり」とは、村民が、自然を適切に利用するなかで自然との距離感が縮まり、自然の

果たしている役割や人々の暮らしにもたらす潤いを肌で感じることです。 

「つながり」とは、村民が、自然との関わり方や暮らしの価値について、それぞれの価値観

を認め合い、尊重し合って暮らす姿が、その暮らしに触れた人々にも伝わっていく「人と人と

のつながり」です。 

 

こうしたつながりを通して、世界に認められた人類共通の宝である豊かな自然環境が受け継

がれていく村を目指します。 

 

 

 

 

●自然を大切に利用することで、村民も来島者も自然のもつ価値、役割、重要性などを肌

で感じ、自然に対する「思いやり」が育まれている。 

●その思いやりが自然への負荷を低減するライフスタイルにつながり、その暮らしに触れ

た来島者も島の暮らしのあり方を正しく理解している。 

●そして、小笠原諸島の貴重な自然を人類共通の財産として後世に引き継いでいくために、

小笠原村に関係する人々が一体となって継続的に保全活動などに取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境共生分野の村民の将来生活像

基
 

本
 

構
 
想
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都市・防災  ：  しなやかな強さが暮らしの安定を守る村 

 

「しなやかな強さ」とは、水やエネルギー、土地などの限られた資源を村民の暮らしに有効

に活用するため、将来を予見しさまざまな工夫によって弾力的に対応することです。また、社

会・経済・技術などの環境の変化を即座に捉え、臨機応変に対応する姿勢も表しています。 

「しなやかな強さ」とは、技術の限界を超えた災害に対し、災害そのものは防げなくても、

未然に予測し、対策を行うことで、人々の生命を守る対応の柔軟さと災害に屈しない強さです。 

 

こうした、環境の変化や自然の脅威に抗うのではなく、受け止め、いなす、しなやかな強さ

によって、村民の安定した暮らしが守り続けられる村を目指します。 

 

 

 

 

●離島の制約や可能性を十分に認識し、自然への負荷を低減する工夫や、資源利用を最適

化する工夫を凝らしながら、島にも人にも優しい安定した生活を送っている。 

●本土との高速交通アクセスの手段が確保され、村民のいざというときの不安が解消され

ている。 

●村民の多様な暮らし方を受け止める環境が整えられ、島での暮らしの幅が広がっている。 

●日頃から村民自らがその生命と財産を守る知識を身に付けるとともに、さまざまなリス

クを想定した対策が講じられ、災害などの非常時においても、柔軟な対応により人々の

生命が守られている。 

 

 

 

 

 

 

 

都市・防災分野の村民の将来生活像
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産 業  ：  特色ある産業で人々の心を潤す村 

 

旅人の「心を潤す」のは、ここでしか味わえない、本物の自然、本物の暮らしに触れ、あた

たかなおもてなしの中で過ごす、ゆったりとした癒しの時間です。 

村民の「心を潤す」のは、村民の暮らしの基礎となる地域に根付いたなりわいと、家庭の食

卓に色を添え、安心で健康的な食事を支える新鮮な野菜や魚などの地産物です。 

人々の「心を潤す」のは、どんなときもどこにいても、遥かな島小笠原村の特別感を感じさ

せてくれるモノやサービスです。 

 

こうした小笠原村ならではの魅力をさらに高め、日本中の人々の心を潤す感動を提供し続け

る村を目指します。 

 

 

 

●観光客が、豊かな自然・貴重な生物との触れ合いや村民によるあたたかなおもてなしの

中で、島の暮らしの魅力を感じ、旅の始まりから終わりまで、ゆったりとした癒しの時

間を楽しんでいる。 

●温暖な気候や広大な海洋によって育まれる農水産物やそれらを利用した商品が小笠原

村を訪れる観光客を中心に日本中の人々に提供されるとともに、村民は村内でとれた新

鮮な地産物を購入でき、地域の恩恵を受けた豊かな食生活を送っている。 

●自然の恵みや文化などに根付いた小笠原村ならではのなりわいが広がり、村民が日々の

仕事にやりがいを感じながら、心豊かに暮らしている。 

 

 

 

 

 

産業分野の村民の将来生活像 

基
 

本
 

構
 
想
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医療・福祉  ：  こまやかさが暮らし続けられる安心を支える村 

 

「こまやかさ」とは、村民一人ひとりが日頃から自分の健康に気をつけながら生活を送ると

ともに、村民どうしで情報を共有し見守り合う日々の心くばりのことです。 

「こまやかさ」とは、医療・福祉を担う専門職を適切に配置するとともに、業務の遂行に必

要な支援を常時受けられる体制を構築することにより、多角的な診断やサービスの提供を可能

とし、老後や介護が必要となっても安心して暮らせる環境を整えるきめ細かい対応のことです。 

 

このように日頃からのこまやかな対応によって、健康を保ちやすい環境や、病気になっても

早期に発見しやすい環境を整え、安心していつまでも暮らし続けられる村を目指します。 

 

 

 

 

●村民一人ひとりが、日頃から運動や食生活などにおいて健康に気を配った生活を送ると

ともに、定期的に健康について学ぶことや自分の健康状態を知ることを心がけている。 

●村内の医療・福祉機関も村外の機関の協力を得ながら、多様で時代とともに変化する医

療・福祉のニーズへきめ細かく対応し、多角的な医療提供、包括的な福祉提供を行い、

村民の健康的な生活を支えている。 

●こうした関係機関のきめ細かい対応のもと、村民は、子育てや健康、介護などに関する

悩みをいつでも専門家や地域のリーダー的存在の村民に相談することができ、同じ課題

を抱える村民どうしで日頃から集まって情報交換できる環境の中で、社会的な不安を解

消し、支え合いながら、村内でいつまでも安心して暮らし続けている。 

 

 

 

 

 

医療・福祉分野の村民の将来生活像



25 

 

 

 

教育・文化  ：  学び合う心が自立する力を育てる村 

 

「学び合う心」とは、小笠原村の自然・風土などに直接触れる体験を通して郷土を理解する

ことです。 

「学び合う心」とは、子どもたちが地域における学習やスポーツの場において成長に必要な

さまざまな経験をし、心身ともにバランスのとれた成長を遂げるとともに、大人たちも、新た

な世代をあたたかく見守り、知識を伝え学び合うことができるようになることです。 

「学び合う心」とは、村外の人々との親しい関係を築くなかで、小笠原村にはない価値を知

るとともに、小笠原村にしかない価値に気づき伝えていくことです。 

 

こうした縦や横のさまざまな学び合いを通して、共に相手を思いやり、共に高め合うことが

できる子どもたちを育み、村民が自ら考え、行動し、自立できる力を育てる村を目指します。 

 

 

●子どもたちは、自ら進んで学び、小笠原村の自然・風土などに直接触れる体験を通して

郷土をよく理解するとともに、それを人々に伝える力も身に付けることで、小笠原村特

有の文化を継承している。 

●子どもたちは、多くの物事を経験することができる環境の中で、自らの可能性に気づき、

その可能性に向かって進む力を身に付けており、大人たちは、経験を活かした特技や知

識などを地域の中で教え学び合うとともに、それらの価値や楽しみを子どもたちにも積

極的に伝えている。 

●村民は、近い世代との交流・世代間の交流・村外の人々との交流を深めるなかで、多様

な価値観に触れることで、自己を知り、共に認め合いながら豊かな人生を送っている。 

教育・文化分野の村民の将来生活像

基
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地域 経 営  ：  信頼に応え進化し続ける村 

 

村民の「信頼に応える」とは、村民の日々の暮らしの舞台である地域を魅力あるものとし、

より健全な状態で未来の村民へと引き継ぐことです。 

国民の「信頼に応える」とは、国民にとっての小笠原村の存在意義と特殊性を理解し、国益

に貢献し続けることです。 

 

このように村民や国民から小笠原村に向けられる信頼に応えるために、地域を経営する村民、

行政、その他すべての関係者が互いを理解し合える関係を築きながら、地域の将来を見据えて

着実に進化し続ける村を目指します。 

 

 

 

 

●村民どうしが、それぞれの知識や経験を提供し合いながら世代を超えて協力し、積極的

に地域づくりに取り組んでいる。 

●そのために、行政は、村民の声に耳を傾けることで、地域課題に迅速かつ柔軟に対応し、

広域的な連携も活用しながら、効率的・効果的な行政運営を行っている。 

●そして、村民・国民の宝である小笠原村を次代に引き継ぐため、小笠原村に関わるすべ

ての人々が互いの役割をしっかりと認識し、一体となって地域づくりに取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域経営分野の村民の将来生活像
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